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2018/3/21 坂野 「多摩美術大学 八王子キャンパス｜グラフィックデザイン学科他」卒展
2018/3/22 村山 「多摩美術大学 八王子キャンパス｜テキスタイルデザイン専攻」卒展
2018/3/22 坂野 「東京藝術大学｜アニメーション専攻」卒展
2018/3/27 北村、村山、根来、坂野 第17回研究会
2018/3/30 北村、村山、根来、坂野 第18回研究会
日時 参加教員 内容
★卒業制作展、修了制作展、作品展などを総称して「卒展」と表記しています。
平成29年度特別研究「美術大学における次世代デザイン教育の在り方に関する調査研究」活動一覧
［キーワ ドー］デザイン教育、次世代デザイン、大学教育、大学調査、オープンキャンパス、卒業制作展
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金沢美術工芸大学紀要No.63 2019
卒業生としては、デザイナーのキャリアを有した初
の教員である。
デザイン科の黎明期から、現在も続くカリキュラ
ムの基礎を作られるまでの経緯をお聞きした。
酒井先生が入学した頃は、教員も学生も何をして
いいか分からなかった時代で、入試こそは別々だが
授業は商業と工業が一緒に授業をおこなっていたら
しい。教員は工芸家出身であり、工芸系の授業が多
かったようだ。当時、第一線で活躍されていた柳先
生と平野先生の影響もあり、基礎は徹底的に叩き込
まれたそうだ。外部からの情報は、工芸ニュースな
どが頼りであり、アメリカや東京の情報を紙媒体で
知り、そこから様々なことがスタートしたようだ。
本学教員に着任した当時は、「習ったことをやら
ない人」を育てたかもしれないし、学生時代には理
解度が低かった学生が社会で活躍しているパターン
が意外に多いそうだ。逆に、在学中に優秀だった学
生が、社会で活躍できないこともあったらしい。教
育とは待つことが大事であり、難しさも感じると語
られた。
それまでのデザイン科になかった試みとして、ダ
イキン工業との産学連携プロジェクトが挙げられる。
これは4～5年続いた。当時は産学連携自体に前例
がなく、特に授業に金銭が絡むことが教授会で問題
視された。最終的に、総予算の15%が管理費とし
て接収された。当時から授業とのバランスを考える
必要があったようだ。
他に思いつくトピックとして、デザインにも研究
的な立ち位置が必要と考え、今までの実学中心のス
タンスを変え、博士課程をの設置を実現された。ま
た、卒業制作の図録発行についても80年代に始め
た試みで、当初は教員が費用を負担していたらしい。
80年代後半からは、企業説明会を始めた。当時の
学生は今ほど就職に対して関心が無かったのは、大
都市部の大学に比較して情報が少なかったことが要
因だと考えられる。
アメリカから伝わって来た人間工学の分野では、
荒井先生の功績が大きい。専攻全体を全員で担当す
る教育体制は、誰かが抜けても運用上問題ないとい
研究の目的
変化が加速する社会において、本質を捉えたより
良いデザイン教育を実践するため、本学のユニーク
なデザイン教育の歴史を深く理解し、未来を見据え
た我々の進むべき方向を思索したい。そのために先
ずは我々の絶対的・相対的な位置を把握するための
調査研究をおこなう。
「彼を知り己を知れば百戦殆からず」
研究の方法
全国の主要美術系・理系大学を訪問し、デザイン
教育の現場を調査する。オープンキャンパス（9大学）
や卒業制作展（13大学18箇所）を見学し、個々の大
学の特徴的な教育やその成果を確かめる（前ページ
一覧参照）。また、可能な限り教員へのインタビュー
や座談会の場を設け、交流と情報交換をおこなう。
学内においては、名誉教授や大学関係者、他学科の
教員と座談会を行い、大学を多角的に理解するよう
試みた。そして、メンバー4人で行った合計18回に
及ぶ座談会では、多くの情報や知見を共有しながら
意見を交わした。
座談会
本学学長、本学事務局長、本学他科他専攻若手教
員、他大学デザイン系教員、本学名誉教授と座談会
を全7回開催。大学運営や大学の歴史やデザイン教
育の変遷を学び、他科他専攻の現状を聞き、デザイ
ン科を取り巻く環境に関して知見を広げた。
酒井和平名誉教授
2018/3/16（金）10：00～12：00、研究所所長室
にて、本学名誉教授の酒井和平氏（以下、酒井先生）
を迎え座談会をおこなった。本学からは北村、村山、
根来、坂野の4名が参加。酒井先生は、1957年（昭
和32年）入学の三期生。平野デザイン設計勤務を経
て、1981年に工業デザイン専攻教員に着任。本学
が多かったことに気付かされた。産学連携、企業説
明会、演習計画表、卒制図録など現代のデザイン科
の強みとなっているこれらのコンテンツ開発のほと
んどに酒井先生が関わっておられる印象を受けた。
また、デザイン科や専攻を新しい方向に導きたいの
であれば既存のメンバーだけで実行するのが難しい
場合は、「人事を通しておこなうとよい」とアドバ
イスをいただいた。
岡田栄造教授
2017/11/20（月）12：00～16：30、研究所所長
室にて、京都工芸繊維大学の岡田栄造氏（以下、岡
田先生）を迎え座談会をおこなった。本学からは北村、
村山、根来、坂野の4名が参加。岡田先生は、1993
に年九州芸術工科大学を卒業後、㈱西武百貨店勤務
を経て、千葉大学大学院（博士後期課程修了）、㈱イ
デーなどを経て、京都工芸繊維大学に着任された。
「国立大学工学部系デザイン教育の現在と今後」
を主題として、まずは、現在の大学のポジションに
関して話を始められた。デザイン分野に関して言え
ば、国立理系大学は世界を相手に先端を走ることを
余儀なくされているが、公立大学はそのようなプレッ
シャーが少なく、変革の意識が浸透していないこと
もあり、旧態依然なイメージがするそうだ。課せら
れている使命が違うため、大学間の温度差が広がっ
う意味で汎用性はあるが、多様性を損いかねない。
そこで、この頃から専門領域を持つスペシャリスト
が集まってカリキュラムに取り組む体制が始まった
ようだ。
先生はご自身のデザイン教育について、つまると
ころ「カタチ」なのではないかと考えられたようだ。
養老孟司の解剖学に感銘して影響を受け、カタチ
に意味があり、価値があるのではと考えられた。
形態学は、生物学の一分野で、その下に造形学が
ある。環境はその反対側だと考えられる。
障害者のデザインは相手に聞かないと分からない
ため、人の話を聞くことから始まるが、最近はそれ
らが実感できないものが多いように感じるとも話さ
れた。
所感として、1955年の産業美術学科誕生の背景に、
1946年から続いていた工芸科を廃止し、置き換え
る形で設立されていたことが印象的だった。当時、
これからの社会に寄与するのは産業美術（＝デザイン）
であるとの考えで、学長トップダウンで革命的な改
編が実施されたらしい。その後、1965年に産業美
術学科の中に工芸・繊維デザイン専攻が設置された
が、それまでの9年間は大学名に工芸が入っていな
がら、工芸科が存在していない状態が続いていたこ
とに驚かされた。
また、予想以上に「酒井先生が始められた事柄」
岡田栄造教授との座談会の様子
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東北芸術工科大学
1991年設立。所在地は、山形県山形市上桜田3-4-
5。在籍者数は、2,391人（2014年）。
グラフィックデザイン学科説明会に参加した。会
場の103講義室は開放感ある階段教室だった。階差
がしっかり取られていて、天井高が確保されること
で、大きなプロジェクション投影を可能にしていた。
1年次は主に基礎造形（デッサン、平面構成）を学
ぶ。人数が多いのでクラスを4つに分けて講評し、
一部の優秀な学生だけでなく、しっかり全員に対応
しようという姿勢がみえた。しかし、同じ授業を何
岡山県立大学｜デザイン学部
1993年設立。所在地は、岡山県総社市窪木111。
近年の入学者の傾向としては、第一志望の増加、兵
庫県から入学者増加、就職率94.6%（県内22.9%）
など、説明会では、県立大故に県内志向や地域視点
の大学であることをアピールしていた。
大学構成として、デザイン学科総学生数約370人、
デザイン工学科と造形デザイン学科を有する。デザ
イン工学科は、製品、情報デザイン領域と建築、都
市デザイン領域。造形デザイン学科は、ビジュアル
デザイン領域と造形デザイン領域があり、セラミッ
ク・テキスタイルなど本学における工芸の領域が含
まれる。
教員情報交換会をおこなった。岡山県立大学から
の参加者は、デザイン学部デザイン工学科学科長の
森下眞行教授、村木克爾教授。デザイン学部造形デ
ザイン学科からは、真世土マウ准教授。本学からは
北村、根来の2名が参加。
金沢美大出身の教員が多いためか、本学の伝統的
な基礎デザイン教育をベースにカリキュラムが組ま
れている。
本学以上に手仕事を徹底されているように思われ
る。一般教養課程の教員も含まれているが、本学以
上に学生1人あたりに対しての専任教員の数が多く、
学生にとっては非常に恵まれた環境となっている。
学生1人あたりの占有スペースも本学の倍以上ある。
しかし、教室制の本学と違い、自室、自席が無く、
代わりに個人用の荷物ケースが与えられている。こ
の辺りは考え方の違いが現れていた。
工房は、西日本最大級の広さと設備内容を誇る
（1993年設立時）。本学の4倍程度の広さがある。専
任技官は1名。コの字型2階建の工房棟、中央の多
目的スペースは風雨がしのげ、大きな作品も制作可
能である。ハイスペックな工作機械を設備している
が、これらは開校時に導入された物で、20年以上
が経過した現在は老朽化もしくはオペレーター不在
で稼働率は低い。使われずデッドスペースになって
いる場所も多いように見受けられた。以上のように、
空間の使い方において大変参考になる訪問になった。
ず、野山で遊ぶこととロボットを作ることを並列で
考えられるような感覚を持つことが理想であり、理
系といえど、理性と感性の両方が大切で分けること
はできないと考えられている。
デザイン系の大学はどこも慢性的に忙しい。スキ
ル習得の時間が増えたり、通常の授業とは別に産学
連携の学外プロジェクトが行われたりすることが要
因だと考える。京都工芸繊維大学でも授業と学外プ
ロジェクトが並行する時は学生も教員も大変忙しく
なるようだ。その結果、アウトプットと学びが消化
不良になってしまうケースもある。それに対し、岡
田先生は授業自体を企業と共同で行うプロジェクト
ベースドラーニング（以下、PBL）はしっかりデザ
イン教育ができると持論を述べられた。近年は積極
的にPBLで長期間のプロジェクトを実践され、高
い教育効果を確認されている。企業や行政と結びつ
きが強い本学でも参考になるアプローチだと感じた。
岡田先生はゼミ制が必ずしもデザイン教育にとっ
て最適な手段ではないと考えておられる。現在はゼ
ミ制である京都工芸繊維大学だが、担当教員が学生
を抱え込むと、学生はゼミの外の教育を受ける機会
を失うことになる。単一ゼミではなく、グループ単
位で分野横断を促し、異分野でも共創する方向を目
指すようだ。今後の改組は未知数だが、演習は基本
PBLで統合デザイン的な組織や教育内容になるかも
しれないとのこと。この他、簡単にできる国際交流
や、クォーター制を活用して教員に研究時間を確保
する工夫など、多くのことを学ぶ機会となった。
オ プーンキャンパス
オープンキャンパス開催に合わせて国内9大学を
訪問した。教育方針や施設環境を実際に見学し、可
能な範囲で教員と情報交換会を実施した。この活動
から他大学の積極的な教育改革の動きを感じること
ができた。ほぼ全ての大学で社会変化に対応すべく、
何らかのアクションを起こしている現状を掴めたこ
とは大きな収穫である。今後の本学デザイン科の未
来を考える上で、大変参考になった。
ているのではないかという意見も出た。ただし、そ
れは国内目線での話であって、世界で見ると日本の
大学教育は浮いている。一部からは周回遅れ、複数
回の周回遅れを指摘する研究者もいる。しかし、岡
田先生からは公立大学は意外と現在のままの方がよ
いかもしれないと発言があった。
これからのデザイン教育を考える上で、京都工芸
繊維大学はデザインと建築に特化した教育で尖鋭化
しようと考えているため、引き続き「もの作り」に
こだわって行くようだ。しかし、スキル教育はでき
るだけ効率化し、コンパクトにしたいとも考えてい
る。近年は持つべきスキルの1つにプログラミング
が入ってきており、今は大学院で情報系学生がコラ
ボレーション相手としてプログラミングを担当する
授業をおこなっているが、いずれはデザイン系学生
だけで完結することもあり得るため、今後はデザイ
ン系大学でスキル教育に関して協議していきたいと
考えている。一方で、綺麗な線を引く大切さを忘れ
上──東北芸術工科大学の特徴的な本館
中──説明会風景
下左──グラフィックデザイン学科の作品展示
下右──プロダクトデザイン学科の日野一郎学科長と藤田寿人准教授
上──説明会がおこなわれた岡山県立大学の講堂
下──充実した工房施設、案内は本学出身の真世土マウ准教授
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東北芸術工科大学
1991年設立。所在地は、山形県山形市上桜田3-4-
5。在籍者数は、2,391人（2014年）。
グラフィックデザイン学科説明会に参加した。会
場の103講義室は開放感ある階段教室だった。階差
がしっかり取られていて、天井高が確保されること
で、大きなプロジェクション投影を可能にしていた。
1年次は主に基礎造形（デッサン、平面構成）を学
ぶ。人数が多いのでクラスを4つに分けて講評し、
一部の優秀な学生だけでなく、しっかり全員に対応
しようという姿勢がみえた。しかし、同じ授業を何
岡山県立大学｜デザイン学部
1993年設立。所在地は、岡山県総社市窪木111。
近年の入学者の傾向としては、第一志望の増加、兵
庫県から入学者増加、就職率94.6%（県内22.9%）
など、説明会では、県立大故に県内志向や地域視点
の大学であることをアピールしていた。
大学構成として、デザイン学科総学生数約370人、
デザイン工学科と造形デザイン学科を有する。デザ
イン工学科は、製品、情報デザイン領域と建築、都
市デザイン領域。造形デザイン学科は、ビジュアル
デザイン領域と造形デザイン領域があり、セラミッ
ク・テキスタイルなど本学における工芸の領域が含
まれる。
教員情報交換会をおこなった。岡山県立大学から
の参加者は、デザイン学部デザイン工学科学科長の
森下眞行教授、村木克爾教授。デザイン学部造形デ
ザイン学科からは、真世土マウ准教授。本学からは
北村、根来の2名が参加。
金沢美大出身の教員が多いためか、本学の伝統的
な基礎デザイン教育をベースにカリキュラムが組ま
れている。
本学以上に手仕事を徹底されているように思われ
る。一般教養課程の教員も含まれているが、本学以
上に学生1人あたりに対しての専任教員の数が多く、
学生にとっては非常に恵まれた環境となっている。
学生1人あたりの占有スペースも本学の倍以上ある。
しかし、教室制の本学と違い、自室、自席が無く、
代わりに個人用の荷物ケースが与えられている。こ
の辺りは考え方の違いが現れていた。
工房は、西日本最大級の広さと設備内容を誇る
（1993年設立時）。本学の4倍程度の広さがある。専
任技官は1名。コの字型2階建の工房棟、中央の多
目的スペースは風雨がしのげ、大きな作品も制作可
能である。ハイスペックな工作機械を設備している
が、これらは開校時に導入された物で、20年以上
が経過した現在は老朽化もしくはオペレーター不在
で稼働率は低い。使われずデッドスペースになって
いる場所も多いように見受けられた。以上のように、
空間の使い方において大変参考になる訪問になった。
ず、野山で遊ぶこととロボットを作ることを並列で
考えられるような感覚を持つことが理想であり、理
系といえど、理性と感性の両方が大切で分けること
はできないと考えられている。
デザイン系の大学はどこも慢性的に忙しい。スキ
ル習得の時間が増えたり、通常の授業とは別に産学
連携の学外プロジェクトが行われたりすることが要
因だと考える。京都工芸繊維大学でも授業と学外プ
ロジェクトが並行する時は学生も教員も大変忙しく
なるようだ。その結果、アウトプットと学びが消化
不良になってしまうケースもある。それに対し、岡
田先生は授業自体を企業と共同で行うプロジェクト
ベースドラーニング（以下、PBL）はしっかりデザ
イン教育ができると持論を述べられた。近年は積極
的にPBLで長期間のプロジェクトを実践され、高
い教育効果を確認されている。企業や行政と結びつ
きが強い本学でも参考になるアプローチだと感じた。
岡田先生はゼミ制が必ずしもデザイン教育にとっ
て最適な手段ではないと考えておられる。現在はゼ
ミ制である京都工芸繊維大学だが、担当教員が学生
を抱え込むと、学生はゼミの外の教育を受ける機会
を失うことになる。単一ゼミではなく、グループ単
位で分野横断を促し、異分野でも共創する方向を目
指すようだ。今後の改組は未知数だが、演習は基本
PBLで統合デザイン的な組織や教育内容になるかも
しれないとのこと。この他、簡単にできる国際交流
や、クォーター制を活用して教員に研究時間を確保
する工夫など、多くのことを学ぶ機会となった。
オ プーンキャンパス
オープンキャンパス開催に合わせて国内9大学を
訪問した。教育方針や施設環境を実際に見学し、可
能な範囲で教員と情報交換会を実施した。この活動
から他大学の積極的な教育改革の動きを感じること
ができた。ほぼ全ての大学で社会変化に対応すべく、
何らかのアクションを起こしている現状を掴めたこ
とは大きな収穫である。今後の本学デザイン科の未
来を考える上で、大変参考になった。
ているのではないかという意見も出た。ただし、そ
れは国内目線での話であって、世界で見ると日本の
大学教育は浮いている。一部からは周回遅れ、複数
回の周回遅れを指摘する研究者もいる。しかし、岡
田先生からは公立大学は意外と現在のままの方がよ
いかもしれないと発言があった。
これからのデザイン教育を考える上で、京都工芸
繊維大学はデザインと建築に特化した教育で尖鋭化
しようと考えているため、引き続き「もの作り」に
こだわって行くようだ。しかし、スキル教育はでき
るだけ効率化し、コンパクトにしたいとも考えてい
る。近年は持つべきスキルの1つにプログラミング
が入ってきており、今は大学院で情報系学生がコラ
ボレーション相手としてプログラミングを担当する
授業をおこなっているが、いずれはデザイン系学生
だけで完結することもあり得るため、今後はデザイ
ン系大学でスキル教育に関して協議していきたいと
考えている。一方で、綺麗な線を引く大切さを忘れ
上──東北芸術工科大学の特徴的な本館
中──説明会風景
下左──グラフィックデザイン学科の作品展示
下右──プロダクトデザイン学科の日野一郎学科長と藤田寿人准教授
上──説明会がおこなわれた岡山県立大学の講堂
下──充実した工房施設、案内は本学出身の真世土マウ准教授
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られており、産学協同が盛んにおこなわれている。
杉本先生は、学内のデザインスキルをアップさせた
いと考えている。
画像設計学科画像設計学の松隈浩之准教授との懇
談。ゲームなどに興味があるオタク気質の学生が多
い。そういった点は本学の視覚デザインに似ている
ところもある。プログラミングの授業があるので、
ゲーム実装ができるのは強みだと感じた。アニメー
ションを作る学生も多く、クオリティの高いものも
見受けられた。絵を描く学生とプログラミングをす
る学生の棲み分けができている。地元ということも
ありレベルファイブに就職する学生もいるが、任天
堂、セガなどに就職する学生も多いとのこと。
芸術工学部は、以下の5つの学科に分かれている。
環境設計学科は、建築やランドスケープを学び、海
外との合同授業も多い。定員数は35名。工業設計
学科は、人を識るをスローガンに、人間工学、環境
適応実験を使ったサーベイ、インダストリアルデザ
インなど多様な分野を含む。画像設計学科は、グラ
フィックデザイン、ゲーム、画像処理心理学などを
学ぶ。芸術工学部の中でもグラフィックは人気が高
い。学生数は37名。音響設計学科は、音響、プロ
グラミング、作曲と幅広い。約20名の音の専門家
が教員として在籍している。偏差値が芸術工学部の
中でもトップクラス。日本でここしかない希少性も
あり、プロプレーヤーにはなれないとしても、音楽
を仕事にしたいという学生が集まる。学生数は20名。
芸術情報設計学科は、人とコンピュータをインタラ
クションで結び、プログラミング、3D、アルディー
ノなどを用いてメディアアートに近い実習もおこな
うようである。
京都工芸繊維大学
1949年設立。所在地は、京都府京都市左京区松
ケ崎橋上町。在籍者数は、4,020名（2015年5月1日）。
以下、説明会より抜粋。建築課程の中川教授いわ
く、建築課程は次年度より2つのデザインコースが
1つになり、デザイン建築に特化していく。建築は
設計実習中心のカリキュラムであり、建築士1級合
九州大学｜芸術工学部
2003年10月に九州大学と九州芸術工科大学が合
併統合し設立。所在地は、福岡県福岡市南区塩原
4-9-1。
全体説明会に参加した。380席程度の来客で立ち
見が出るほど人が入っていた。制服の学生が多く現
役率が高い印象であった。
学科長の挨拶では、工学の完成型を目指す5つ
の学科が紹介された。技術に人間味を与え、技術
を価値にできる人材を育てるといった教育理念を
Uber、Facebook、Airbnbなどの具体例（これらの企
業の特徴としてコンテンツを作っていない。例えば、
Uberは車両を持っていない）を交えながら自校の特
色として語っていた。
2018年に50周年を迎え、世界を拠点に、「国際化」、
「イノベーティブな人材」、「国内外の他大学との連携」
を掲げる。個人用PC（ノート型）の必携について、
オープンキャンパスの時点で説明しているのが印象
的だった。本学でも取り入れてみたい。
ツアーに参加した工業設計科は、本学の製品デザ
インと似た領域ではあるが、作ったものを科学的に
検証する施設を持っていたり、環境適応実験室のチャ
ンバーなど美術大学にはない大規模の設備を備えて
いる。工房スペースが広く大規模な作品にも対応で
きる。溶接室も非常に広い。レーザー加工機は本学
のものより小型であったが、木工・金工室が充実し
ていた。共創学部という新たな試みもみられた。
工業設計学科の杉本美貴准教授との懇談。全ての
学科の中にアート、工学、科学の3つの軸がある。
工業設計学科の学生数はおよそ200名。アート（デ
ザイン）、工学、科学の3つの分野を学べるのは利点
であると同時に、それぞれ教えることも1/3になる
というジレンマも抱える。全部やることで専門が深
まらず、造形のクオリティを犠牲にしている部分も
否めない。前身の九州芸術工科大学と異なり、学生
は美大にいるという感覚がなく、飽くまで九州大学
の工学部にいるという意識。試験も美術大学という
より理系大学に近い。九州は製造業が少なく、産業
はサービス業主体なので、デザイン分野で大学が頼
タイポグラフィなどが選択できる。
3年次は「伝達」と「表現」の2分野に分かれる。
ただ、分かれた後もお互い技術交流、情報交流はあ
るようだ。伝達分野は、課題解決型（広告）の演習
をおこなう。課題例として、「写真表現を使ってポ
スターを作る（コマーシャル演習）」や「酒蔵のリデ
ザイン（パッケージ）」、「朝日広告賞への応募」など
がある。表現分野は、イラスト、写真など自分の表
現を追求する。課題例として、「既に亡くなったアー
ティストが新作を発表したら？という仮定で作品集
を制作」などがある。
4年次は主に卒業制作。ゼミに分かれて制作。ゼ
ミは希望制のため、人数に偏りが出る。人数が多い
場合は選考もするが、ほぼ受け入れているそうだ。
阿部充夫教授（写真）、天野誠教授（エディトリアル）
にスタジオについて詳しく紹介していただいた。機
材の収納や整理整頓、設備の購入など、現役カメラ
マンとしての実践経験を活かしたスタジオ運営がな
されていた。機材の充実度や古い新しいではなく、
施設運用していく上での思想の違いが、本学のスタ
ジオと比べ、合理的な印象となっているように感じ
た。具体的にはホリゾントを使わず、多数用意した
バックペーパーを使い捨てるよう割り切ることで、
専用の部屋を設置するための予算を圧縮する工夫を
している。スタジオの対面に天井までのオープンな
収納を設置することで、一目で機材を検索できるよ
うになっている。また、カメラ連動のPCをスタジ
オに持ち込むことにより、すぐに撮影物の確認が可
能である。iPhoneからストロボをコントロールで
きるユニークな機能もあり、撮影からアナログ、デ
ジタル両現像までのフローに基づいたスタジオレイ
アウトは使い勝手がよさそうに感じた。
実習教室は入れ替え制で、個人のスペースはロッ
カーしかない。私物を置きっぱなしにせず整然とし
たな印象であった。コンピュータ室も同様である。
常勤教員の紹介ボードは、本学でも採用したらよ
いと思った。オープンキャンパスなどで展示すれば、
受験生や保護者は受験校を選ぶ際の参考になると感
じた。
度もおこなうため、教員に負荷がかかり、美大受験
のような授業が多いようだ。試験方法が多岐に渡る
ことで起こる学生の習熟度の差を埋めるための措置
ではないかと思われる。全員が1年次に自分用のノー
トPCを購入している。
2年次はアイデア教育を主に学ぶ。お米のパッケー
ジの課題や、雪、米、日本酒などをテーマとした山
形ならではの課題が多いように感じた。InDesignで
小冊子を作る授業などがあり、高度な取り組みをお
こなっていると感じた。その他、描写基礎、写真、
上──九州大学芸術｜工学部のオープンキャンパス風景。スタッフは揃いの
黄色Tシャツを着て対応する
中──溶接室。かなりの人数が収容できる
下左──芸術情報設計学科の展示風景
下右──環境適応実験室のチャンバー内
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られており、産学協同が盛んにおこなわれている。
杉本先生は、学内のデザインスキルをアップさせた
いと考えている。
画像設計学科画像設計学の松隈浩之准教授との懇
談。ゲームなどに興味があるオタク気質の学生が多
い。そういった点は本学の視覚デザインに似ている
ところもある。プログラミングの授業があるので、
ゲーム実装ができるのは強みだと感じた。アニメー
ションを作る学生も多く、クオリティの高いものも
見受けられた。絵を描く学生とプログラミングをす
る学生の棲み分けができている。地元ということも
ありレベルファイブに就職する学生もいるが、任天
堂、セガなどに就職する学生も多いとのこと。
芸術工学部は、以下の5つの学科に分かれている。
環境設計学科は、建築やランドスケープを学び、海
外との合同授業も多い。定員数は35名。工業設計
学科は、人を識るをスローガンに、人間工学、環境
適応実験を使ったサーベイ、インダストリアルデザ
インなど多様な分野を含む。画像設計学科は、グラ
フィックデザイン、ゲーム、画像処理心理学などを
学ぶ。芸術工学部の中でもグラフィックは人気が高
い。学生数は37名。音響設計学科は、音響、プロ
グラミング、作曲と幅広い。約20名の音の専門家
が教員として在籍している。偏差値が芸術工学部の
中でもトップクラス。日本でここしかない希少性も
あり、プロプレーヤーにはなれないとしても、音楽
を仕事にしたいという学生が集まる。学生数は20名。
芸術情報設計学科は、人とコンピュータをインタラ
クションで結び、プログラミング、3D、アルディー
ノなどを用いてメディアアートに近い実習もおこな
うようである。
京都工芸繊維大学
1949年設立。所在地は、京都府京都市左京区松
ケ崎橋上町。在籍者数は、4,020名（2015年5月1日）。
以下、説明会より抜粋。建築課程の中川教授いわ
く、建築課程は次年度より2つのデザインコースが
1つになり、デザイン建築に特化していく。建築は
設計実習中心のカリキュラムであり、建築士1級合
九州大学｜芸術工学部
2003年10月に九州大学と九州芸術工科大学が合
併統合し設立。所在地は、福岡県福岡市南区塩原
4-9-1。
全体説明会に参加した。380席程度の来客で立ち
見が出るほど人が入っていた。制服の学生が多く現
役率が高い印象であった。
学科長の挨拶では、工学の完成型を目指す5つ
の学科が紹介された。技術に人間味を与え、技術
を価値にできる人材を育てるといった教育理念を
Uber、Facebook、Airbnbなどの具体例（これらの企
業の特徴としてコンテンツを作っていない。例えば、
Uberは車両を持っていない）を交えながら自校の特
色として語っていた。
2018年に50周年を迎え、世界を拠点に、「国際化」、
「イノベーティブな人材」、「国内外の他大学との連携」
を掲げる。個人用PC（ノート型）の必携について、
オープンキャンパスの時点で説明しているのが印象
的だった。本学でも取り入れてみたい。
ツアーに参加した工業設計科は、本学の製品デザ
インと似た領域ではあるが、作ったものを科学的に
検証する施設を持っていたり、環境適応実験室のチャ
ンバーなど美術大学にはない大規模の設備を備えて
いる。工房スペースが広く大規模な作品にも対応で
きる。溶接室も非常に広い。レーザー加工機は本学
のものより小型であったが、木工・金工室が充実し
ていた。共創学部という新たな試みもみられた。
工業設計学科の杉本美貴准教授との懇談。全ての
学科の中にアート、工学、科学の3つの軸がある。
工業設計学科の学生数はおよそ200名。アート（デ
ザイン）、工学、科学の3つの分野を学べるのは利点
であると同時に、それぞれ教えることも1/3になる
というジレンマも抱える。全部やることで専門が深
まらず、造形のクオリティを犠牲にしている部分も
否めない。前身の九州芸術工科大学と異なり、学生
は美大にいるという感覚がなく、飽くまで九州大学
の工学部にいるという意識。試験も美術大学という
より理系大学に近い。九州は製造業が少なく、産業
はサービス業主体なので、デザイン分野で大学が頼
タイポグラフィなどが選択できる。
3年次は「伝達」と「表現」の2分野に分かれる。
ただ、分かれた後もお互い技術交流、情報交流はあ
るようだ。伝達分野は、課題解決型（広告）の演習
をおこなう。課題例として、「写真表現を使ってポ
スターを作る（コマーシャル演習）」や「酒蔵のリデ
ザイン（パッケージ）」、「朝日広告賞への応募」など
がある。表現分野は、イラスト、写真など自分の表
現を追求する。課題例として、「既に亡くなったアー
ティストが新作を発表したら？という仮定で作品集
を制作」などがある。
4年次は主に卒業制作。ゼミに分かれて制作。ゼ
ミは希望制のため、人数に偏りが出る。人数が多い
場合は選考もするが、ほぼ受け入れているそうだ。
阿部充夫教授（写真）、天野誠教授（エディトリアル）
にスタジオについて詳しく紹介していただいた。機
材の収納や整理整頓、設備の購入など、現役カメラ
マンとしての実践経験を活かしたスタジオ運営がな
されていた。機材の充実度や古い新しいではなく、
施設運用していく上での思想の違いが、本学のスタ
ジオと比べ、合理的な印象となっているように感じ
た。具体的にはホリゾントを使わず、多数用意した
バックペーパーを使い捨てるよう割り切ることで、
専用の部屋を設置するための予算を圧縮する工夫を
している。スタジオの対面に天井までのオープンな
収納を設置することで、一目で機材を検索できるよ
うになっている。また、カメラ連動のPCをスタジ
オに持ち込むことにより、すぐに撮影物の確認が可
能である。iPhoneからストロボをコントロールで
きるユニークな機能もあり、撮影からアナログ、デ
ジタル両現像までのフローに基づいたスタジオレイ
アウトは使い勝手がよさそうに感じた。
実習教室は入れ替え制で、個人のスペースはロッ
カーしかない。私物を置きっぱなしにせず整然とし
たな印象であった。コンピュータ室も同様である。
常勤教員の紹介ボードは、本学でも採用したらよ
いと思った。オープンキャンパスなどで展示すれば、
受験生や保護者は受験校を選ぶ際の参考になると感
じた。
度もおこなうため、教員に負荷がかかり、美大受験
のような授業が多いようだ。試験方法が多岐に渡る
ことで起こる学生の習熟度の差を埋めるための措置
ではないかと思われる。全員が1年次に自分用のノー
トPCを購入している。
2年次はアイデア教育を主に学ぶ。お米のパッケー
ジの課題や、雪、米、日本酒などをテーマとした山
形ならではの課題が多いように感じた。InDesignで
小冊子を作る授業などがあり、高度な取り組みをお
こなっていると感じた。その他、描写基礎、写真、
上──九州大学芸術｜工学部のオープンキャンパス風景。スタッフは揃いの
黄色Tシャツを着て対応する
中──溶接室。かなりの人数が収容できる
下左──芸術情報設計学科の展示風景
下右──環境適応実験室のチャンバー内
54
金沢美術工芸大学紀要No.63 2019「美術大学における次世代デザイン教育の在り方に関する調査研究 1」北村賢哉、村山祐子、根来貴成、坂野徹
54 55
で、大学の資産を精査し、優位性のあるデザイン建
築を中心に再構築している。自動車メーカー、家電
メーカーのトップの多くに卒業生を輩出しているこ
とに文科省が注目し、国際的に価値を高めるべく資
金が集中投下された。その結果生まれたのが「Kyoto 
Design Lab」である。全学的なプロジェクトではあ
るが、基本的にデザイン建築分野が中心に運営を進
めている。スタンフォード大学やRCAなどトップ
クラスの大学とコラボレーションしている。
新工房「Kyoto Design Labデザインファクトリー」
見学（2018年4月25日 追加取材）。従来の工房施設は
そのままに、新たな設備を増設し、デジタルファブ
リケーションに特化した工房を構築した。繊維、縫
製関係の機器は大学の特徴を示している。椅子一脚
を丸ごと3Dプリントできる大型機器は魅力的。2階
部分はプロジェクトやワークショップなどに臨機応
変に対応できる多目的スペースと工房の管理部門（専
任職員）があるのみで、ゆったりとした空間で余白
を残しているのが印象的であった。
武蔵野美術大学
1929年設立。所在地は、東京都小平市小川町
1-736（鷹の台キャンパス）。在籍者数は、約4,000名（通
信教育過程を除く）。造形学部1学部に11学科を有す
る。定員の内訳は以下の通り。油絵｜油絵（120名）、
油絵｜版画（20名）、彫刻（33名）、視覚伝達（102名）、
工芸工業デ（133名）、空間（120名）、建築（80名）、
基礎デ（73名）、映像（85名）、芸文（67名）、デザイ
ン情報（100名）。
工芸と工業デザインが同じコースである強みを生
かした教育や設備が充実している。昨年、デザイン
工房棟が完成し、充実したデザイン教育環境を整え
ている。また、美術館や図書館なども話題性のある
建物と所蔵物であり、学生の教育環境は充実してい
る。旧校舎はリノベーションが進み、全体が新しい
雰囲気になっている。元工芸工業デザインが入って
いたフロアを再利用し、共通工房を開設した。技官
が管理している。学長自らが営業部長としてプレゼ
ンテーションし、少子高齢社会を前提にバックキャ
優れていたようだ。
教員情報交換会をおこなった。京都工芸繊維大学
からの参加者は、岡田栄造教授。本学からは北村、
坂野の2名が参加。京都工芸繊維大学のミッション
を一言で言えば「生き残ること」。競争原理が働い
ている。目的が明確なので意思決定は早い。学長権
限が強大（当然と考える）。人事もポストが空いたと
しても安易に代替教員を採用しない。今回の2つの
課程が合体する時も学長直轄の少数のプロジェクト
チームで検討提案し、学長が決定したようだ。
ここ5年で、デザインと大学を取り巻く環境が大
きく変わった。ユニークな研究活動として、「Kyoto 
Design Lab」を専属のスタッフを雇って運営してい
る。現在は国からの支援で動いているが、支援が無
くなった時が勝負と考え、新たな試みを積極的にお
こなっている。
学生の就職に対する意識は変化しているが、実際
には就職先の割合が少し変化した程度である。今ま
で通りメーカー、企業を志望する学生は多く、特に
グラフィック系は代理店志望の傾向が根強い。中に
は就活サポートに消極的な教員もいるが、大学とし
ては必要と考える。また、対外的な実績として、大
手企業への就職は一定数確保したい。ソニーに近年
多くの学生が入社している。プロダクト系でいきな
り独立は難しいと考えているので、そのことについ
ては学生にもきちんと伝えている。
建築学課程では、3×3（スリーバイスリー）方式、
いわゆる学部修士6年一貫教育は導入していないが、
新体制になる次年度からスタートを予定している。
優秀な学生を対象として、進路確定後に緩んでしま
う4年生をなんとかしたいと考えているようだ。デ
ザイン学課程は現状では25人程度（約半数）が大学
院に進学している。
国立大学で規模が似ている九州大学芸術工学部と
比較すると大きく方向が分かれている。九州大学芸
術工学部は総合大学の一部となったことで、潰れる
不安が無くなったが、相対的に学内での存在感が低
下した。対して京都工芸繊維大学は単一で生き残る
道を選択し、潰れない戦略を必死で模索していく中
生活環境、経済環境についての広範な知識を持った
学生。課題を与えられて解くだけの時代ではない。
建築学課程研究室説明会で岡田教授いわく、プロ
ジェクトベースドラーニングで「実践的に学ぶ」、「作
る」、「異分野と協働する」これらを3つの基本として、
1年次に「作り方」、2年次に「アイデア」、3年次に「リ
サーチ方法」を学んでいく。スケールの大小はあっ
てもデザインのプロセスは同じと考える。大学院で
は、国際的産学連携プログラムとして凸版がサポー
トする「観光地における非言語コミュニケーション
デバイスの提案」をスタンフォード大学と共同で、
ヤンマーがサポートするプロジェクトでは「ブドウ
農園イノベーション」というテーマをオーストラリ
アのスイスバーン大学と共同で行なった。ヤンマー
側も同じテーマで取り組んだが、学生の提案の方が
格者は全国トップクラス。建築史と意匠に強く、こ
の分野では東京大学と同等のレベルを持っている。
学部生の大半は大学院に進む。志願者は増加傾向に
ある。2018年3月には、「Kyoto Design Labデザイン
ファクトリー」が新たに完成した。デザイン課程の
仲教授いわく、経営工学が当然になったため、デザ
イン学に統一し、現状の2つのコースの特徴を活か
した新しい時代のデザイン学を目指すそうだ。
デザインの定義が変わってきており、美しいから
イノベーションを起こせるデザイナーが求められて
いる。現在の日本は先進諸国の中では貧乏な国。そ
こから脱出するための改革として、以下のような学
生を育てることを目的としている。感性、想像力、
創造力にビジネスマインド、科学的な思考力と判断
力を持ち、それらを横断した広い視野と、社会構造、
上左──京都工芸繊維大学大学の正門
上右──従来の工房
下左──新しい工房KYOTO Design Lab
下右──新工房2階のワークショップスペース
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るが、基本的にデザイン建築分野が中心に運営を進
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そのままに、新たな設備を増設し、デジタルファブ
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部分はプロジェクトやワークショップなどに臨機応
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任職員）があるのみで、ゆったりとした空間で余白
を残しているのが印象的であった。
武蔵野美術大学
1929年設立。所在地は、東京都小平市小川町
1-736（鷹の台キャンパス）。在籍者数は、約4,000名（通
信教育過程を除く）。造形学部1学部に11学科を有す
る。定員の内訳は以下の通り。油絵｜油絵（120名）、
油絵｜版画（20名）、彫刻（33名）、視覚伝達（102名）、
工芸工業デ（133名）、空間（120名）、建築（80名）、
基礎デ（73名）、映像（85名）、芸文（67名）、デザイ
ン情報（100名）。
工芸と工業デザインが同じコースである強みを生
かした教育や設備が充実している。昨年、デザイン
工房棟が完成し、充実したデザイン教育環境を整え
ている。また、美術館や図書館なども話題性のある
建物と所蔵物であり、学生の教育環境は充実してい
る。旧校舎はリノベーションが進み、全体が新しい
雰囲気になっている。元工芸工業デザインが入って
いたフロアを再利用し、共通工房を開設した。技官
が管理している。学長自らが営業部長としてプレゼ
ンテーションし、少子高齢社会を前提にバックキャ
優れていたようだ。
教員情報交換会をおこなった。京都工芸繊維大学
からの参加者は、岡田栄造教授。本学からは北村、
坂野の2名が参加。京都工芸繊維大学のミッション
を一言で言えば「生き残ること」。競争原理が働い
ている。目的が明確なので意思決定は早い。学長権
限が強大（当然と考える）。人事もポストが空いたと
しても安易に代替教員を採用しない。今回の2つの
課程が合体する時も学長直轄の少数のプロジェクト
チームで検討提案し、学長が決定したようだ。
ここ5年で、デザインと大学を取り巻く環境が大
きく変わった。ユニークな研究活動として、「Kyoto 
Design Lab」を専属のスタッフを雇って運営してい
る。現在は国からの支援で動いているが、支援が無
くなった時が勝負と考え、新たな試みを積極的にお
こなっている。
学生の就職に対する意識は変化しているが、実際
には就職先の割合が少し変化した程度である。今ま
で通りメーカー、企業を志望する学生は多く、特に
グラフィック系は代理店志望の傾向が根強い。中に
は就活サポートに消極的な教員もいるが、大学とし
ては必要と考える。また、対外的な実績として、大
手企業への就職は一定数確保したい。ソニーに近年
多くの学生が入社している。プロダクト系でいきな
り独立は難しいと考えているので、そのことについ
ては学生にもきちんと伝えている。
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いわゆる学部修士6年一貫教育は導入していないが、
新体制になる次年度からスタートを予定している。
優秀な学生を対象として、進路確定後に緩んでしま
う4年生をなんとかしたいと考えているようだ。デ
ザイン学課程は現状では25人程度（約半数）が大学
院に進学している。
国立大学で規模が似ている九州大学芸術工学部と
比較すると大きく方向が分かれている。九州大学芸
術工学部は総合大学の一部となったことで、潰れる
不安が無くなったが、相対的に学内での存在感が低
下した。対して京都工芸繊維大学は単一で生き残る
道を選択し、潰れない戦略を必死で模索していく中
生活環境、経済環境についての広範な知識を持った
学生。課題を与えられて解くだけの時代ではない。
建築学課程研究室説明会で岡田教授いわく、プロ
ジェクトベースドラーニングで「実践的に学ぶ」、「作
る」、「異分野と協働する」これらを3つの基本として、
1年次に「作り方」、2年次に「アイデア」、3年次に「リ
サーチ方法」を学んでいく。スケールの大小はあっ
てもデザインのプロセスは同じと考える。大学院で
は、国際的産学連携プログラムとして凸版がサポー
トする「観光地における非言語コミュニケーション
デバイスの提案」をスタンフォード大学と共同で、
ヤンマーがサポートするプロジェクトでは「ブドウ
農園イノベーション」というテーマをオーストラリ
アのスイスバーン大学と共同で行なった。ヤンマー
側も同じテーマで取り組んだが、学生の提案の方が
格者は全国トップクラス。建築史と意匠に強く、こ
の分野では東京大学と同等のレベルを持っている。
学部生の大半は大学院に進む。志願者は増加傾向に
ある。2018年3月には、「Kyoto Design Labデザイン
ファクトリー」が新たに完成した。デザイン課程の
仲教授いわく、経営工学が当然になったため、デザ
イン学に統一し、現状の2つのコースの特徴を活か
した新しい時代のデザイン学を目指すそうだ。
デザインの定義が変わってきており、美しいから
イノベーションを起こせるデザイナーが求められて
いる。現在の日本は先進諸国の中では貧乏な国。そ
こから脱出するための改革として、以下のような学
生を育てることを目的としている。感性、想像力、
創造力にビジネスマインド、科学的な思考力と判断
力を持ち、それらを横断した広い視野と、社会構造、
上左──京都工芸繊維大学大学の正門
上右──従来の工房
下左──新しい工房KYOTO Design Lab
下右──新工房2階のワークショップスペース
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先。授業が過密で産学連携や地域創生活動は土曜日
におこなうことが多い。
大学院について、大学評価基準で大学院の定員未
達が長年指摘されているが、大学の半数がデザイン
系の学生のため、自校の学部からの進学が期待でき
ないのが現状。作家や写真家になりたい学生は視覚
デザインの大学院に進むことが多い。この辺りに関
しては、本学デザイン科と同じ課題を抱えている。
次年度改革では、時代性に合わせ未来創造型実践大
学院としてイノベーションデザインを中心に再編予
定。スリーバイスリー（学部修士6年一貫教育、京都
工芸繊維大学と同じ考え方）を取り入れていく。た
の点では、金沢美大の環境デザインとはかなり特色が
違うと言える）。
プロダクトデザイン学科は近年、社会のニーズに
沿って情報系デザインの比率がアップしている。情
報系はコンセプトの段階に時間をかけるため、近年
デザインモックを制作しなくなってきた。モデルを
作ることに時間をかけてしまうとデザインの質が上
がらないと考え、成果物として重要視していない（現
実問題として、そこまで手が回らないなど、手をかけ
られない状況があるようだ）。
ファッションデザインは、プロダクトデザイン学
科の中にあり、工業デザインとして捉えているが、
理想と現実にギャップがあるそうだ。専任教員も週
3回の勤務で基本的には東京在住。設立当初はファッ
ションの希望者も多かったが、最近は少なくなって
きている。ファッションの学生にとっても、服を作
るのはハードルが高いため、ファッション小物に取
り組む学生が多いらしい。
テキスタイル（染織）は、3年前からプロダクト
デザイン学科の中にあるが、デザインと美術工芸を
往き来する歴史があったそうだ。工房は整備されて
おり充実していた。織物に関しては、基礎教育とし
て全学的に授業をおこなうことが多いので、初めて
の機織り体験は、経
たて
糸を通すところは省略し（助手
が全て準備する）緯
よこ
糸を織り込んでいくだけ、とい
う観光地での簡易的な体験程度にとどまる。全てを
自分でおこなえるようになるのは3、4年生になっ
てからになるそうだ。
視覚デザイン学科は大学の全学生数の約半数を占
めている。大学のほぼ半分はグラフィックの学生。
情報と表現の2コースがあり、右脳左脳の両方を必
要とするカリキュラムが組まれている。作家志望は
少ないそうだ。
ゼミ制度について、3年からゼミに分かれる。ゼ
ミがないと専門分野を深く掘り下げられない。ただ、
ゼミと言ってもプロダクトでは完全なゼミ制ではな
い。専攻間でも違いがあり、少ないところでは1名、
多いところでは15名程度と、担当する学生数は教
員間で差がある。均等割りではなく、学生の志望優
の7割が地元の学生だったが、2014年に公立大学に
移行した後は、総学生数のうちの7割が県外からの
学生で残り3割が新潟県の学生というバランスにな
るなど内訳が変化した。総学生数のうちの75%が
女性。キャンパスライフについては、充実度調査で
全体の70%が満足と答えており、そのうちの55%
が勉強や課外活動を理由に挙げている。家賃の平均
は4万円未満。実習費年間約6万円。教員1名当たり
の担当学生数は27.1名。地域連携プロジェクト、地
域協創演習を積極的に取り入れている。元々私立大
学としてスタートしたこともあり、アトリエ工房数
は62カ所と設備が充実している。就職希望者87.3%
（187名／230名）内、就職率93.3%。
教員情報交換会をおこなった。長岡造形大学から
の参加者は、プロダクトデザイン学科の齋藤和彦教
授（学科長）、増田譲教授（副研究科長）、視覚デザ
イン学科の 吉川賢一郎准教授（入試部長）、徳久達
彦准教授。本学からは北村、村山、根来、坂野の4
名が参加。
2014年の公立大学化にともない学生の質は大き
く変わった。倍率が上がり、全国各地からの受験生
も増えたため、現在は学生集めに苦労することもな
くなった。それまでは教員が頻繁に各地各高校へ広
報活動にまわっていたが「公立」という事で、経済
的なことも考慮して長岡造形大学を選ぶ学生が多
い。県内就職が4割。地場産業があるので卒業後の
就職先候補が県内に豊富に存在する。ただし、県外
出身者の新潟定着はまだ少なく、地元企業のデザイ
ンに対する理解がまだ不足していると感じているそ
うだ。これまで学科名の改変が多く、高校教員から
「分からなくなるのでやめてほしい」と指摘を受け
たこともある。金沢美術工芸大学の安定感が羨まし
いと話された。
建築・環境デザイン学科は、意匠系で特化してい
るため、一定数の需要があることが強みである。日
建設計など大手企業への就職実績あり。逆にディス
プレイデザインを志向する学生は少ない。（ディス
プレイ系の教員は11人中1名）逆にプロダクトデザイ
ンからディスプレイ業界に進む学生も存在する（こ
スティング思考の視点から今から何を準備していか
なければならないかを考察して熱く語っているのが
印象的であった。
長岡造形大学
1994年に公設民営大学として設立後、2014年
に公立大学に移行。所在地は、新潟県長岡市千秋
4-197。在籍者数は、1041名（2018年、大学院生含む。
公立芸大の中では、国内最大規模の在籍者数）。造形
学部1学部に4学科を有する。定員の内訳は以下の
通り。プロダクトデザイン（35名）、視覚デザイン
（110名）、建築・環境デザイン（50名）、美術・工芸
（35名）。平成30年度から未来創造型実践大学院とし
て、イノベーションデザインを中心に再編予定。
2013年までの私立大学だった頃は総学生数のうち
上──東京の美大ということもあり、多くの来場者が訪れる
下──壁面を有効活用した展示スペース
上──開放的な雰囲気の長岡造形大学のエントランス
中左──学内には多数の名作椅子が並び、実際に座ることができる
中右──眺めのよい食堂。椅子は全てヤコブセンのセブンチェア
下──両校教員による情報交換会の様子
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先。授業が過密で産学連携や地域創生活動は土曜日
におこなうことが多い。
大学院について、大学評価基準で大学院の定員未
達が長年指摘されているが、大学の半数がデザイン
系の学生のため、自校の学部からの進学が期待でき
ないのが現状。作家や写真家になりたい学生は視覚
デザインの大学院に進むことが多い。この辺りに関
しては、本学デザイン科と同じ課題を抱えている。
次年度改革では、時代性に合わせ未来創造型実践大
学院としてイノベーションデザインを中心に再編予
定。スリーバイスリー（学部修士6年一貫教育、京都
工芸繊維大学と同じ考え方）を取り入れていく。た
の点では、金沢美大の環境デザインとはかなり特色が
違うと言える）。
プロダクトデザイン学科は近年、社会のニーズに
沿って情報系デザインの比率がアップしている。情
報系はコンセプトの段階に時間をかけるため、近年
デザインモックを制作しなくなってきた。モデルを
作ることに時間をかけてしまうとデザインの質が上
がらないと考え、成果物として重要視していない（現
実問題として、そこまで手が回らないなど、手をかけ
られない状況があるようだ）。
ファッションデザインは、プロダクトデザイン学
科の中にあり、工業デザインとして捉えているが、
理想と現実にギャップがあるそうだ。専任教員も週
3回の勤務で基本的には東京在住。設立当初はファッ
ションの希望者も多かったが、最近は少なくなって
きている。ファッションの学生にとっても、服を作
るのはハードルが高いため、ファッション小物に取
り組む学生が多いらしい。
テキスタイル（染織）は、3年前からプロダクト
デザイン学科の中にあるが、デザインと美術工芸を
往き来する歴史があったそうだ。工房は整備されて
おり充実していた。織物に関しては、基礎教育とし
て全学的に授業をおこなうことが多いので、初めて
の機織り体験は、経
たて
糸を通すところは省略し（助手
が全て準備する）緯
よこ
糸を織り込んでいくだけ、とい
う観光地での簡易的な体験程度にとどまる。全てを
自分でおこなえるようになるのは3、4年生になっ
てからになるそうだ。
視覚デザイン学科は大学の全学生数の約半数を占
めている。大学のほぼ半分はグラフィックの学生。
情報と表現の2コースがあり、右脳左脳の両方を必
要とするカリキュラムが組まれている。作家志望は
少ないそうだ。
ゼミ制度について、3年からゼミに分かれる。ゼ
ミがないと専門分野を深く掘り下げられない。ただ、
ゼミと言ってもプロダクトでは完全なゼミ制ではな
い。専攻間でも違いがあり、少ないところでは1名、
多いところでは15名程度と、担当する学生数は教
員間で差がある。均等割りではなく、学生の志望優
の7割が地元の学生だったが、2014年に公立大学に
移行した後は、総学生数のうちの7割が県外からの
学生で残り3割が新潟県の学生というバランスにな
るなど内訳が変化した。総学生数のうちの75%が
女性。キャンパスライフについては、充実度調査で
全体の70%が満足と答えており、そのうちの55%
が勉強や課外活動を理由に挙げている。家賃の平均
は4万円未満。実習費年間約6万円。教員1名当たり
の担当学生数は27.1名。地域連携プロジェクト、地
域協創演習を積極的に取り入れている。元々私立大
学としてスタートしたこともあり、アトリエ工房数
は62カ所と設備が充実している。就職希望者87.3%
（187名／230名）内、就職率93.3%。
教員情報交換会をおこなった。長岡造形大学から
の参加者は、プロダクトデザイン学科の齋藤和彦教
授（学科長）、増田譲教授（副研究科長）、視覚デザ
イン学科の 吉川賢一郎准教授（入試部長）、徳久達
彦准教授。本学からは北村、村山、根来、坂野の4
名が参加。
2014年の公立大学化にともない学生の質は大き
く変わった。倍率が上がり、全国各地からの受験生
も増えたため、現在は学生集めに苦労することもな
くなった。それまでは教員が頻繁に各地各高校へ広
報活動にまわっていたが「公立」という事で、経済
的なことも考慮して長岡造形大学を選ぶ学生が多
い。県内就職が4割。地場産業があるので卒業後の
就職先候補が県内に豊富に存在する。ただし、県外
出身者の新潟定着はまだ少なく、地元企業のデザイ
ンに対する理解がまだ不足していると感じているそ
うだ。これまで学科名の改変が多く、高校教員から
「分からなくなるのでやめてほしい」と指摘を受け
たこともある。金沢美術工芸大学の安定感が羨まし
いと話された。
建築・環境デザイン学科は、意匠系で特化してい
るため、一定数の需要があることが強みである。日
建設計など大手企業への就職実績あり。逆にディス
プレイデザインを志向する学生は少ない。（ディス
プレイ系の教員は11人中1名）逆にプロダクトデザイ
ンからディスプレイ業界に進む学生も存在する（こ
スティング思考の視点から今から何を準備していか
なければならないかを考察して熱く語っているのが
印象的であった。
長岡造形大学
1994年に公設民営大学として設立後、2014年
に公立大学に移行。所在地は、新潟県長岡市千秋
4-197。在籍者数は、1041名（2018年、大学院生含む。
公立芸大の中では、国内最大規模の在籍者数）。造形
学部1学部に4学科を有する。定員の内訳は以下の
通り。プロダクトデザイン（35名）、視覚デザイン
（110名）、建築・環境デザイン（50名）、美術・工芸
（35名）。平成30年度から未来創造型実践大学院とし
て、イノベーションデザインを中心に再編予定。
2013年までの私立大学だった頃は総学生数のうち
上──東京の美大ということもあり、多くの来場者が訪れる
下──壁面を有効活用した展示スペース
上──開放的な雰囲気の長岡造形大学のエントランス
中左──学内には多数の名作椅子が並び、実際に座ることができる
中右──眺めのよい食堂。椅子は全てヤコブセンのセブンチェア
下──両校教員による情報交換会の様子
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田敬准教授に案内いただき、工房見学もおこなった。
本田先生いわく、デザイン専攻定員平均25～35
人。1～2年次は共通基礎、2年後期から専門に分か
れる。教員は11人。今年のプロダクトの卒業生は6
人、来年は3人と減少傾向。教室は、可動間仕切り
によって仕切られ仕切りを動かすと大きな展示ス
ペースになる。工房は共通で使え、屋根付きの共有
ピロティーでは大型の作品も制作できる。
九州大学｜芸術工学部
「平成29年度芸術工学部卒業研究（卒業計画）展
示会及び発表会」開催期間、2018/2/16（金）～
2/18（日）。会場、大学構内。 卒業計画展は卒業論
文とは別で4年生は2本立ての課題となる。展示も
美大系の卒業制作展とは異なり、卒業設計の最終審
査の場をそのまま公開している。そのため展示方法
は簡素な印象があるが、作品説明のため、数多くの
学生が常駐し、展示だけでは分からない内容まで深
く知ることができる工夫がなされていた。
大手企業のデザイン・クリエイティブ系に就職す
る学生の中に九州大学出身者が多く含まれている。
国公立系大学では本学と同等以上に企業からも注目
されている。しかし、教育方針や方法は全く異なり、
本学のデザイン科と違ったアプローチで優秀な人材
を輩出している。モデルの完成度を問うのではなく、
そこに込められたアイデアの革新性や独創性を優先
させているのが特徴である。また、4年生は卒業研
究とは別テーマで前期のうちに卒業論文にも取り組
んでいる。基礎課程において、課題発見から問題解
決までのデザインプロセスをしっかり学んでいるた
め、造形力や表現力こそ美大のような専門性はない
が、応用や展開といった総合力において大きなポテ
ンシャルを感じた。美的造形から入る我々とは対極
のデザイン教育であり、本学の新しいデザインカリ
キュラム構築のヒントがあるように思う。
京都工芸繊維大学
開催期間、2018/2/9（金）～12（月）。会場、京
都文化博物館。主催、京都工芸繊維大学（以前は学
だし、現有教員ではなく新規採用教員で賄うため、
現状は不透明。この辺りは新市長の意向が反映され
ている。
卒業制作展の見学
全国13大学18箇所の卒業制作展・修了制作展（以
下、卒展）を見学し、各大学のデザイン教育の成果
や方向性を調査。展示会では学生や担当教員から直
接説明を受けることで理解を深めた。
東京藝術大学
開催期間、2018/1/28（日）～2/3（土）。会場、東
京都美術館、大学美術館、大学構内。
今回で66回目。地の利を活かし、美術館と大学
構内をシームレスにつないだ展示。デザインは学部
が美術館、大学院は学内（デザイン棟）を会場。優
秀作品は大学美術館に集められている。
京都市立芸術大学
開催期間、2018/2/7（水）～11（日）。会場、京
都市立芸術大学、京都市美術館別館、元崇仁小学校。
一般的な卒業制作展とは異なり、美術学部1回生
から大学院修士2回生までの全学生約700名の作品
を展示する展覧会の形式を取っている。今年度はメ
イン会場を京都市美術館本館（改修のため使用不可）
から大学内に移し、学内施設を利用した特色ある展
示をおこなっている。京都市立芸術大学の移転先で
ある崇仁地区の小学校跡地（数年後に取り壊し予定）
を利用したギャラリーでは、環境デザイン学生が、
制作と展示の場として有効に活用していた。最も優
れた卒業・修了作品に対して市長賞を授与し、大学
での評価を公表している。
愛知県立芸術大学
「平成29年度愛知県立芸術大学卒業・修了制作展」
開催期間、2018/2/27（火）～3/4（日）。会場、愛知
県立芸術大学。
卒業制作展と合わせて、工芸科デザイン専攻の本
各校の卒業制作展・修了制作展の様子。❶東京藝術大学、❷京都市立芸術大学、❸愛知県立芸術大学、❹九州大学｜芸術工学部、❺富山大学、❻千葉大学、❼
多摩美術大学｜統合デザイン学科、❽京都工芸繊維大学、❾多摩美術大学｜プロダクトデザイン専攻
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田敬准教授に案内いただき、工房見学もおこなった。
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クティブラーニングってなんだろう」灘中学校灘高
等学校校長和田孫博先生。国内上位の名門校の校長
の講演。アナログな部分を非常に重要視している事
も興味深かったが、これから来るAI社会に対する
順応性、特別視せず導入していくスタンスに共感を
覚えた。学生達にはAIをどんどん慣れさせ、積極
的に導入させていくべきとも述べておられた。
「ロボット時代への創造性を養う」東京大学先端
科学技術研究センター特任准教授高橋智隆氏。高橋
氏独自のロボットの作り方なども披露。学ぶ事の面
白さを、ロボット制作を通じて子供達に教示してい
きたいとの事であった。高齢化社会、今後の社会構
造の変化に伴い必要となってくる研究発表であった。
まとめ
1年間、様々なネットワークを活かして4人の「足」
で気づきを得た調査研究になった。アンケートのよ
うな定量的な調査ではなく、現場に赴き環境や空気
感を感じたり、インタビューや座談会による体験を
重視するなどして定性的な調査を心掛けた。その結
果、日本のデザイン教育の現状を肌感覚で感じるこ
とができた。多くの大学では現状の課題と未来予測
から既に次代に向けたアクションを計画もしくは実
践していることが解った。特に我々と似た環境の地
方大学は地域密着型の新専攻設置や地元企業との多
面的な産学連携などに取り組み、既に成果を出し始
めている。このように他科他専攻の状況を知ること
から対比的に本学デザイン科の特徴と進むべき方向
性を確認することができた。引き続き、主要大学は
継続的にフォローしつつ、海外の大学まで調査の
フィールドを拡げていきたい。
名の作品が充分なスペースを使って展示されていた。
作品のバリエーション、サービスのシステムなど、
研究内容によってそれぞれ効果的に展示されていた。
特徴的なのは完成品だけでなく、研究の過程で生ま
れた数々のプロトタイプまで展示されている点であ
る。これによって、来場者は研究への理解度が高ま
る。アプローチや目指す方向が違う各スタジオの特
徴を生かした幅広い提案がなされているが、展示だ
けみると分野はクロスオーバーしている印象を持っ
た。期間中は学生による公開プレゼンテーションや
卒業生や教員によるゲストトークなども開催され、
来場者も多く活気ある展示会だった。
教育関連展示会
「教育 ITソリューションEXPO」業務支援システ
ム、ICT機器、デジタル教材、eラーニング、各種
学校向けサービスなどが一堂に展示される教育分野 
日本最大の専門展。全国各地の大学、教育委員会、
小・中・高校、塾・予備校、専門学校などから導入
決定権を持つキーマンが多数来場している。
次世代の教育機材やシステム管理サービスなどさ
まざまな情報提供がおこなわれていた。本学の教職
員は通常業務に追われているせいか、このような教
育関連の進化に疎いと感じた。人的リソースに限界
がある本学としては、このような展示会に赴き情報
収集を行い効率の良い教育体制を整える事が重要で
ある。新しいシステムやサービス、方法を取り入れ
る事は必ずしも金銭的な負担となる事ではなく、ま
ず内外の情報を知り、その中から最適なものを選択
し導入していく事が大事である。イベントの一環と
して様々な起業家・教育者・機関の講演がおこなわ
れており、その中から3つの基調講演を聴講した。 
学校施設整備の最新動向と今後の展望」国立教育
政策研究所文教施設研究センター長 磯山武司氏。
災害に対する設備、ユニバーサルデザインの面から
考えられたシステムなど、世界の様々な大学の事例
を挙げての講演であった。本学の新キャンパス構想
を練っていく上で非常に参考になるものであった。
灘高が実践する、個々の能力を引き出す教育「ア
に変更された。公立美術館の企画展として開催され
ているため、学生だけでなく、科を超えて、関係部
門全体でより良い展示会を目指している。豪華ゲス
トによる関連イベントも充実し、年々進化している。
絵画と論文とデザイン、建築と彫刻など大学に所属
するキュレーターが「観る視点」で展示構成してい
る。QRコードで作品の詳細解説が見られるなどの
システムは本学より進んでおり、学ぶ点が多い。
多摩美術大学｜統合デザイン学科
開催期間、2018/1/22（月）～28（日）。会場、多
摩美術大学上野毛キャンパス。2014年に新設され
た統合デザイン学科1期生の卒業制作展。プロダク
トデザイナー深澤直人、HAKUHODO DESIGN社
長の永井一史、インターフェースデザイナー中村勇
吾、アートディレクター佐野研二郎、プロダクトデ
ザイナー米山貴久の各教授が社会に即したテーマを
ゼミ形式でおこなう「プロジェクト」を通じて統合
的なデザインを実践している。
昨年、横浜で開催された3年次の作品展では、各
コースの成果が発表され、一定以上のクオリティを
感じた。卒制は個人やゼミ単位での差が大きい。ま
た、統合という開設の主旨から想像していた横断的
な授業や専門領域の異なる担当教員が連携した作品
はなく、幅広い領域の作品がコンパクトに揃った印
象だった。基礎授業を領域横断的に学び、後半は専
門分野を絞り、各教員のゼミで学ぶようだ。
多摩美術大学｜プロダクトデザイン専攻
開催期間、2018/3/2（金）～4（日）。会場、横浜
市BankART Studio。本年度から特許／意匠権侵害
問題対策のため会場内撮影禁止になった。毎年開催
していたBankART Studioが閉鎖されるため、本会
場での展示は今年で最後となる。
海外留学生が多くを占める大学院は学生数6名と
少ないが、研究内容と成果物は質と量の両面から見
てレベルは高い。聞けば、しっかり研究と教育を維
持するため、多くの志願者から少数のみを選抜して
いるとのこと。学部はスタジオ1～3に分かれた64
生主体で開催していた）。協賛、株式会社 総合資格（建
築士取得サポート企業）。
学部はデザイン過程と建築学課程の合同展示。大
学院はデザイン学専攻、建築学専攻で個別展示をお
こなう。デザイン学専攻の展示は写真撮影不可（近
年、著作権管理の観点から、撮影不可の展示が増える
傾向にある）。
千葉大学
「きて、みて、とって『意匠展』卒業研究・制作展」
開催期間、2018/3/2（金）～4（日）。会場、東京デ
ザインセンターガレリアホール。
学生1人につきパネル1～3枚と50cm四方の台を
スペースとして与えられ、ほとんどの学生がこのス
ペースに合わせて作品展示を行っていた。「卒業研
究・制作」とあるように、研究をパネルで説明発表
している学生も多く、必ずしも制作が成果物ではな
かった。各作品の近くに学生がスタンバイしており、
自ら作品説明をおこない質問に答えるなど、積極的
な姿勢が見られた。
会場は、専攻ではなくカテゴリー別に分けられて
展示されていた。カテゴリーとは、「創る」「拓く」「学
ぶ」「授ける」「紡ぐ」「魅せる」「親しむ」「感じる」
「繋ぐ」「彩る」の10のカテゴリー。社会との関わり、
社会問題に対しての提案や研究が多く、産学連携、
地域創生、地域の資源開発などが多かった。来場者
による研究・制作の人気投票もおこなっていた。最
後にはアンケートを答えるスペースがあり、アンケー
トに答えると図録をもらえるという仕組みであった。
富山大学｜芸術文化学部
開催期間、2018/2/10（土）～ 25（日）。会場、高
岡市美術館。主催、富山大学芸術文化学部卒業・修
了制作展実行委員会。共催、高岡市、高岡市教育委
員会。後援、富山県、富山県教育委員会、高岡商工
会議所、高岡市美術館友の会。
芸術文化学部、大学院芸術文化学研究科は、今年
度から卒業制作展としては画期的な「領域横断展示」
という建築とデザイン、アートが共存した展示形式
（きたむら・けんや｜環境デザイン専攻）
（むらやま・ひろこ｜大学院／ファッションデザインコース）
（ねごろ・たかなり｜製品デザイン専攻）
（さかの・とおる｜視覚デザイン専攻）
［2018年11月7日 受理］
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とができた。多くの大学では現状の課題と未来予測
から既に次代に向けたアクションを計画もしくは実
践していることが解った。特に我々と似た環境の地
方大学は地域密着型の新専攻設置や地元企業との多
面的な産学連携などに取り組み、既に成果を出し始
めている。このように他科他専攻の状況を知ること
から対比的に本学デザイン科の特徴と進むべき方向
性を確認することができた。引き続き、主要大学は
継続的にフォローしつつ、海外の大学まで調査の
フィールドを拡げていきたい。
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研究内容によってそれぞれ効果的に展示されていた。
特徴的なのは完成品だけでなく、研究の過程で生ま
れた数々のプロトタイプまで展示されている点であ
る。これによって、来場者は研究への理解度が高ま
る。アプローチや目指す方向が違う各スタジオの特
徴を生かした幅広い提案がなされているが、展示だ
けみると分野はクロスオーバーしている印象を持っ
た。期間中は学生による公開プレゼンテーションや
卒業生や教員によるゲストトークなども開催され、
来場者も多く活気ある展示会だった。
教育関連展示会
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次世代の教育機材やシステム管理サービスなどさ
まざまな情報提供がおこなわれていた。本学の教職
員は通常業務に追われているせいか、このような教
育関連の進化に疎いと感じた。人的リソースに限界
がある本学としては、このような展示会に赴き情報
収集を行い効率の良い教育体制を整える事が重要で
ある。新しいシステムやサービス、方法を取り入れ
る事は必ずしも金銭的な負担となる事ではなく、ま
ず内外の情報を知り、その中から最適なものを選択
し導入していく事が大事である。イベントの一環と
して様々な起業家・教育者・機関の講演がおこなわ
れており、その中から3つの基調講演を聴講した。 
学校施設整備の最新動向と今後の展望」国立教育
政策研究所文教施設研究センター長 磯山武司氏。
災害に対する設備、ユニバーサルデザインの面から
考えられたシステムなど、世界の様々な大学の事例
を挙げての講演であった。本学の新キャンパス構想
を練っていく上で非常に参考になるものであった。
灘高が実践する、個々の能力を引き出す教育「ア
に変更された。公立美術館の企画展として開催され
ているため、学生だけでなく、科を超えて、関係部
門全体でより良い展示会を目指している。豪華ゲス
トによる関連イベントも充実し、年々進化している。
絵画と論文とデザイン、建築と彫刻など大学に所属
するキュレーターが「観る視点」で展示構成してい
る。QRコードで作品の詳細解説が見られるなどの
システムは本学より進んでおり、学ぶ点が多い。
多摩美術大学｜統合デザイン学科
開催期間、2018/1/22（月）～28（日）。会場、多
摩美術大学上野毛キャンパス。2014年に新設され
た統合デザイン学科1期生の卒業制作展。プロダク
トデザイナー深澤直人、HAKUHODO DESIGN社
長の永井一史、インターフェースデザイナー中村勇
吾、アートディレクター佐野研二郎、プロダクトデ
ザイナー米山貴久の各教授が社会に即したテーマを
ゼミ形式でおこなう「プロジェクト」を通じて統合
的なデザインを実践している。
昨年、横浜で開催された3年次の作品展では、各
コースの成果が発表され、一定以上のクオリティを
感じた。卒制は個人やゼミ単位での差が大きい。ま
た、統合という開設の主旨から想像していた横断的
な授業や専門領域の異なる担当教員が連携した作品
はなく、幅広い領域の作品がコンパクトに揃った印
象だった。基礎授業を領域横断的に学び、後半は専
門分野を絞り、各教員のゼミで学ぶようだ。
多摩美術大学｜プロダクトデザイン専攻
開催期間、2018/3/2（金）～4（日）。会場、横浜
市BankART Studio。本年度から特許／意匠権侵害
問題対策のため会場内撮影禁止になった。毎年開催
していたBankART Studioが閉鎖されるため、本会
場での展示は今年で最後となる。
海外留学生が多くを占める大学院は学生数6名と
少ないが、研究内容と成果物は質と量の両面から見
てレベルは高い。聞けば、しっかり研究と教育を維
持するため、多くの志願者から少数のみを選抜して
いるとのこと。学部はスタジオ1～3に分かれた64
生主体で開催していた）。協賛、株式会社 総合資格（建
築士取得サポート企業）。
学部はデザイン過程と建築学課程の合同展示。大
学院はデザイン学専攻、建築学専攻で個別展示をお
こなう。デザイン学専攻の展示は写真撮影不可（近
年、著作権管理の観点から、撮影不可の展示が増える
傾向にある）。
千葉大学
「きて、みて、とって『意匠展』卒業研究・制作展」
開催期間、2018/3/2（金）～4（日）。会場、東京デ
ザインセンターガレリアホール。
学生1人につきパネル1～3枚と50cm四方の台を
スペースとして与えられ、ほとんどの学生がこのス
ペースに合わせて作品展示を行っていた。「卒業研
究・制作」とあるように、研究をパネルで説明発表
している学生も多く、必ずしも制作が成果物ではな
かった。各作品の近くに学生がスタンバイしており、
自ら作品説明をおこない質問に答えるなど、積極的
な姿勢が見られた。
会場は、専攻ではなくカテゴリー別に分けられて
展示されていた。カテゴリーとは、「創る」「拓く」「学
ぶ」「授ける」「紡ぐ」「魅せる」「親しむ」「感じる」
「繋ぐ」「彩る」の10のカテゴリー。社会との関わり、
社会問題に対しての提案や研究が多く、産学連携、
地域創生、地域の資源開発などが多かった。来場者
による研究・制作の人気投票もおこなっていた。最
後にはアンケートを答えるスペースがあり、アンケー
トに答えると図録をもらえるという仕組みであった。
富山大学｜芸術文化学部
開催期間、2018/2/10（土）～ 25（日）。会場、高
岡市美術館。主催、富山大学芸術文化学部卒業・修
了制作展実行委員会。共催、高岡市、高岡市教育委
員会。後援、富山県、富山県教育委員会、高岡商工
会議所、高岡市美術館友の会。
芸術文化学部、大学院芸術文化学研究科は、今年
度から卒業制作展としては画期的な「領域横断展示」
という建築とデザイン、アートが共存した展示形式
（きたむら・けんや｜環境デザイン専攻）
（むらやま・ひろこ｜大学院／ファッションデザインコース）
（ねごろ・たかなり｜製品デザイン専攻）
（さかの・とおる｜視覚デザイン専攻）
［2018年11月7日 受理］
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